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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 

四
日
か
ら
過
去
最
大
規
模
の
米

韓
軍
事
大
演
習
が
五
日
間
の
予
定

で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
北

朝
鮮
は
、「
演
習
は
米
韓
の
挑
発
で

許
さ
な
い
」
と
反
発
し
て
い
る
。 

 

日
本
で
い
う
と
、
こ
の
演
習
の

最
終
日
の
十
二
月
八
日
は
太
平
洋

戦
争
開
始
日
と
い
う
記
念
す
べ
き

日
だ
。
今
回
の
演
習
は
た
ま
た
ま

だ
ろ
う
が
。 

す
で
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
北

と
の
戦
争
を
決
意
し
た
と
も
い
わ

れ
、
北
も
核
戦
争
を
辞
さ
な
い
と

し
て
い
る
。ま
さ
に
一
触
即
発
で
、

戦
後
最
大
の
核
危
機
だ
と
も
い
う
。 

そ
こ
で
危
機
は
本
物
か
を
み
る
。

ア
メ
リ
カ
が
も
し
開
戦
な
ら
ば
、

在
冠
や
在
日
米
軍
基
地
の
家
族
を

本
国
へ
帰
す
か
ら
、
戦
争
は
ま
だ

だ
と
い
う
人
も
い
る
。
し
か
し
戦

争
は
偶
発
も
あ
る
し
危
機
は
深
い
。 

 

 

い
ま
米
・
韓
と
北
が
戦
争
を
始

め
れ
ば
、
日
本
は
日
米
安
保
条
約

で
こ
の
戦
争
に
参
加
し
、
北
朝
鮮

か
ら
は
日
本
へ
核
ミ
サ
イ
ル
が
飛

ん
で
く
る
。
か
り
に
首
都
圏
へ
投

下
さ
れ
た
ら
死
者
は
一
千
万
人
に

も
な
る
と
も
予
測
さ
れ
る
。 

 

ま
た
日
本
国
内
で
も
外
国
の
工

作
員
ら
が
、
原
発
や
首
都
圏
で
破

壊
工
作
を
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
日

本
列
島
は
ま
さ
に
北
が
い
う
「
沈

没
」す
る
ほ
ど
の
大
惨
事
と
な
る
。 

 

安
倍
内
閣
も
選
挙
で
北
の
存
在

を
「
国
難
」
と
呼
び
、
マ
ス
コ
ミ

も
連
日
、
北
や
中
国
の
侵
略
や
事

件
、
事
故
な
ど
を
取
り
上
げ
る
。

右
翼
の
評
論
家
が
テ
レ
ビ
で
、
尖

閣
や
先
島
諸
島
が
中
国
に
占
拠
さ

れ
、
外
国
軍
が
日
本
の
女
性
を
凌

辱
す
る
と
も
い
う
。
ま
た
韓
国
が

竹
島
を
、
ま
た
ロ
シ
ア
が
北
方
領

土
を
占
拠
し
て
い
る
と
も
い
う
。 

 

 

ネ
ッ
ト
で
は
「
朝
鮮
人
や
中
国

人
は
国
へ
帰
れ
」
と
書
か
れ
、
い

ろ
ん
な
団
体
が
ヘ
イ
ト
で
排
外
主

義
を
煽
る
。
し
か
し
、
こ
の
グ
ロ

ー
バ
ル
時
代
に
、
日
本
人
が
外
国

で「
日
本
人
は
帰
れ
」と
言
わ
れ
、

差
別
さ
れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
か
ら
見
て
も
、
国
益
（
日
本

人
益
）
を
阻
害
し
て
い
る
の
は
誰

か
が
よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
最
後
は
、
こ
う
し
た
事

態
に
「
戦
争
反
対
者
は
売
国
奴
」

で
あ
り
、「
隣
国
と
の
戦
争
の
最
前

線
に
送
れ
」
と
も
い
う
。
ま
さ
に

日
本
の
反
対
派
は
国
賊
と
し
て
共

謀
罪
で
逮
捕
さ
れ
、
戦
前
の
よ
う

に
、
獄
に
つ
な
が
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。 

  

こ
の
戦
争
前
夜
で
、
政
治
家
の

戦
争
へ
の
決
め
言
葉
は
「
隣
国
が

攻
め
て
く
る
」
で
あ
り
、「
反
対
派

は
売
国
奴
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
第

二
次
大
戦
を
始
め
た
ヒ
ト
ラ
ー
の

Ｎ
Ｏ
二
の
高
官
の
言
葉
だ
。
い
ま

日
本
は
こ
の
状
態
だ
。 

戦
前
、
ド
イ
ツ
で
は
国
内
の
戦

争
反
対
派
を
一
掃
す
る
た
め
に
、

国
会
議
事
堂
を
放
火
し
、
こ
れ
を

共
産
党
の
仕
業
だ
と
し
て
、
百
人

近
く
の
国
会
議
員
を
逮
捕
し
、
国

会
を
ナ
チ
ス
党
の
一
党
独
裁
と
す

る
全
権
委
任
法
を
成
立
さ
せ
て
、

国
民
の
圧
倒
的
支
持
を
受
け
る
形

で
戦
争
へ
入
っ
た
。
こ
う
い
う
謀

略
が
今
の
日
本
に
も
な
い
と
も
い

え
な
い
。 

  

日
本
で
も
戦
前
に
は
同
じ
状
況

が
あ
っ
た
。
二
度
に
わ
た
る
共
産

党
や
左
翼
勢
力
の
逮
捕
事
件
で
、

治
安
維
持
法
で
万
を
超
え
る
人
た

ち
が
逮
捕
さ
れ
る
な
か
、
政
党
や

労
働
組
合
も
解
散
し
、
戦
争
推
進

の
大
政
翼
賛
会
を
つ
く
っ
た
。 

目
的
は
天
皇
の
も
と
で
の
八
紘

一
字
の
平
和
な
世
界
を
作
る
と
し

て
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
へ
日

本
軍
を
二
百
万
人
も
派
兵
し
、
最

後
は
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）

十
二
月
八
日
に
ア
メ
リ
カ
と
の
戦

争
へ
と
も
入
る
。
結
果
は
誰
で
も

知
る
敗
北
で
あ
っ
た
。  

当
時
の
日
本
帝
国
主
義
が
、
欧

米
列
強
の
帝
国
主
義
と
覇
権
を
争

い
、
ア
ジ
ア
支
配
（
日
本
は
解
放

と
呼
ぶ
が
）
を
目
指
す
が
、
軍
事

的
な
非
力
さ
は
明
白
で
あ
っ
た
。

な
に
せ
石
油
輸
入
が
ア
メ
リ
カ
か

ら
が
大
半
だ
っ
た
か
ら
だ
。 

 

 

な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
。
一
言

で
い
え
ば
、日
本
が
己
を
知
ら
ず
、

世
界
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
尽

き
る
。
明
治
以
降
、
日
清
・
日
露

戦
争
に
勝
ち
、
第
一
次
世
界
大
戦

で
勝
利
し
、
神
の
国
の
日
本
は
負

け
な
い
と
信
じ
て
い
た
政
治
家
と

軍
人
と
国
民
が
い
た
か
ら
だ
。 

  

現
代
の
日
本
は
ま
さ
に
歴
史
の

転
換
点
に
あ
る
。
戦
争
か
否
か
を

選
択
す
る
と
き
、
人
々
は
過
去
の

歴
史
に
学
ぶ
し
か
な
い
。
そ
し
て

今
回
は
八
十
年
前
の
戦
争
を
選
択

し
た
と
き
で
は
な
く
、
百
五
十
年

前
の
幕
末
の
非
戦
・
開
国
に
学
ぶ

べ
き
だ
と
思
う
。 

 

当
時
の
幕
府
は
、
鎖
国
と
攘
夷

（
外
国
船
打
ち
払
い=

戦
争
）
論

が
多
数
だ
っ
た
。
天
皇
も
国
学
派

（
現
代
の
右
翼
）
も
攘
夷
で
あ
っ

た
。
そ
ん
な
と
き
一
八
五
三
年
五

月
（
明
治
維
新
の
十
五
年
前
）
に

ア
メ
リ
カ
の
ペ
ル
ー
が
軍
艦
四
隻

で
開
国
を
求
め
て
日
本
・
浦
賀
に

来
航
す
る
。
幕
府
は
大
統
領
の
信

書
を
受
け
取
り
開
国
す
る
。
老

中
・
筆
頭
の
阿
部
正
弘
（
福
山
藩

主
）
の
決
断
だ
っ
た
。 

 

阿
部
も
攘
夷
論
者
だ
っ
た
が
、

外
国
の
情
報
を
知
っ
て
い
た
。
当

時
の
幕
府
は
世
界
情
勢
を
オ
ラ
ン

ダ
が
出
す
『
風
説
書
』
に
よ
り
把

握
し
て
い
た
。
当
然
、
幕
府
は
、

こ
の
ペ
ル
ー
来
航
を
一
年
前
か
ら

こ
の
風
説
書
で
知
っ
て
い
た
し
、

軍
艦
の
数
も
兵
員
も
大
砲
の
数
も

知
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
圧
倒
的

な
差
が
あ
り
、
阿
部
は
現
実
的
な

選
択
で
非
戦
・
開
国
を
し
た
の
だ
。 

 

当
時
の
天
皇
も
国
学
派
は
こ
れ

に
反
対
し
、
長
州
や
薩
摩
は
英
仏

な
ど
と
戦
争
を
す
る
が
、
大
敗
す

る
こ
と
で
、
攘
夷
派
か
ら
開
国
派

へ
と
変
わ
る
。 

 

国
学
の
祖
と
さ
れ
る
吉
田
松
陰

は
こ
の
ペ
ル
ー
の
米
軍
艦
で
の
密

出
国
を
企
て
る
が
逮
捕
さ
れ
、
処

刑
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
師
と
さ
れ

る
佐
久
間
象
山
は
、
ア
メ
リ
カ
へ

風
船
爆
弾
を
飛
ば
し
て
攻
撃
せ
よ

と
、
幕
府
へ
提
言
す
る
な
ど
、
非

戦
・
開
国
に
は
程
遠
い
、
時
代
遅

れ
の
攘
夷
思
想
だ
っ
た
。 

 

※
、
裏
面
に
続
き
ま
す
。 
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な
ぜ
か
。
彼
ら
は
蘭
学
（
洋
学
）

を
嫌
い
、
当
時
最
も
先
進
的
な
地

で
あ
っ
た
長
崎
に
学
ん
で
い
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
当
時
、
す
で
に
長

崎
で
は
西
洋
を
学
ぶ
た
め
に
、
多

く
の
若
者
が
集
っ
て
い
た
。
そ
し

て
幕
府
は
、
こ
の
開
国
以
降
、
積

極
的
に
欧
米
へ
留
学
生
を
派
遣
し
、

新
時
代
の
人
づ
く
り
へ
と
向
か
う
。 

 

で
は
蘭
学
の
祖
は
だ
れ
か
。
こ

の
長
崎
・
出
島
を
警
護
し
て
い
た

佐
賀
藩
が
、
こ
の
長
崎
の
オ
ラ
ン

ダ
人
に
学
び
、
日
本
で
最
初
の
鉄

製
の
大
砲
や
蒸
気
船
の
軍
艦
を
作

り
、
長
崎
の
高
島
秋
帆
が
い
ち
早

く
大
砲
軍
事
技
術
を
学
び
、
長

崎
・
出
島
警
備
の
た
め
に
す
で
に

大
砲
十
五
門
を
神
の
島
に
備
え
て

い
た
。
こ
の
長
崎
や
佐
賀
藩
の
先

見
性
が
開
国
思
想
を
作
り
出
し
て

い
く
。 

 

事
実
、
一
八
五
三
年
の
ペ
ル
ー

来
航
の
と
き
に
、
老
中
の
阿
部
正

弘
は
佐
賀
藩
に
品
川
の
台
場
に
大

砲
五
〇
門
を
備
え
る
よ
う
に
要
請

し
、
江
戸
を
守
っ
た
。 

し
か
し
本
当
の
外
交
と
戦
争
の

危
機
は
、
こ
の
江
戸
よ
り
も
長
崎

で
も
っ
と
深
刻
だ
っ
た
の
だ
。
こ

の
ペ
ル
ー
来
航
直
後
の
年
末
に
、

ロ
シ
ア
軍
艦
四
隻
が
長
崎
へ
来
て

外
交
を
求
め
た
と
き
が
そ
れ
で
あ

る
。 

 

す
で
に
ロ
シ
ア
は
こ
れ
ま
で
に

幾
度
も
日
本
へ
来

航
し
、
北
海
道
な

ど
の
町
な
ど
を
攻

撃
し
て
い
た
経
過

が
あ
り
、
北
方
領

土
を
め
ぐ
る
紛
争

解
決
は
急
務
で
あ

っ
た
な
か
の
、
外

交
交
渉
で
あ
っ
た
。 

老
中
・
阿
部
正
弘
は
懐
刀
の
勘

定
奉
行
の
川
路
聖
謨
（
か
わ
じ
と

し
あ
き
ら
）を
長
崎
へ
派
遣
す
る
。

川
路
は
粘
り
強
い
交
渉
力
で
、
領

土
問
題
を
解
決
す
る
一
方
、後
日
、

日
本
が
開
国
し
、
外
国
と
条
約
を

結
ぶ
と
き
は
ロ
シ
ア
と
も
結
ぶ
と

し
て
、こ
の
危
機
を
切
り
抜
け
る
。 

 

今
か
ら
百
六
十
何
年
も
前
の
こ

と
だ
が
、
日
本
初
の
戦
争
と
外
交

交
渉
と
い
う
難
問
を
、
江
戸
幕
府

の
彼
ら
は
解
決
し
た
。
非
戦
・
開

国
の
外
交
は
、
明
治
維
新
後
の
歴

史
で
い
う
薩
長
と
天
皇
制
に
よ
る

政
治
力
と
外
交
力
で
は
な
い
こ
と

は
歴
史
が
示
し
て
い
る
。 

 

新
自
由
主
義
は
戦
争
を
伴
う 

 

現
代
世
界
の
政
治
は
お
よ
そ
二

五
〇
年
ま
え
の
ア
メ
リ
カ
の
独
立

革
命
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
延
長
線

上
に
あ
る
。
経
済
で
い
う
と
封
建

制
か
ら
資
本
主
義
へ
の
転
換=

産

業
革
命
の
上
に
成
り
立
つ
。
政
治

の
基
礎
は
経
済
で
あ
り
、
戦
争
は

政
治
の
延
長
戦
に
あ
る
か
ら
、
こ

の
三
者
は
つ
な
が
り
合
う
。 

 

政
治
は
経
済
の
上
部
構
造
と
し

て
出
来
上
が
る
。
そ
し
て
そ
の
経

済
の
交
易
や
発
展
を
阻
害
す
る
と

き
、
経
済
的
な
利
害
の
対
立
が
外

交
課
題
と
な
り
、
つ
い
に
は
戦
争

が
起
き
る
。 

 

新
し
い
経
済
は
新
し
い
政
治
を

求
め
、
新
し
い
戦
争
の
タ
ネ
を
ま

く
。
今
か
ら
三
〇
年
前
に
世
界
に

新
自
由
主
義
的
経
済
が
起
き
て
、

新
自
由
主
義
的
政
治
が
登
場
す
る
。

日
本
で
い
う
と
中
曽
根
が
戦
後
体

制
の
一
掃
を
い
い
、「
日
本
列
島
は

不
沈
空
母
だ
」
と
日
米
新
安
保
条

約
時
代
を
宣
言
し
た
こ
ろ
だ
。 

 

そ
し
て
こ
の
新
自
由
主
義
的
な

経
済
の
下
で
、
貧
富
の
格
差
が
拡

大
し
、
一
％
の
富
裕
層
が
富
の
九

割
を
独
占
す
る
世
界
が
生
ま
れ
た
。 

そ
の
背
景
は
旧
自
由
主
義
経
済
的

な
規
制
を
緩
和
し
、
経
済
活
動
に

社
会
的
な
法
規
制
を
加
え
な
い
、

強
欲
資
本
主
義
と
し
た
か
ら
だ
。

富
裕
層
や
法
人
税
の
減
税
や
、
タ

ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
な
ど
の
租
税

回
避
行
動
が
許
さ
れ
る
時
代
を
い

う
。 

 

フ
ラ
ン
ス
革
命
も
ア
メ
リ
カ
独

立
革
命
も
国
民
の
自
由
と
平
等
の

政
治
的
権
利
を
起
点
と
す
る
が
、

経
済
的
自
由
（
富
の
独
占
）
の
保

障
も
そ
の
前
提
と
す
る
。し
か
し
、

二
〇
世
紀
に
入
り
、
二
度
の
世
界

大
戦
を
経
験
し
、
社
会
主
義
や
社

会
民
主
国
家
の
誕
生
で
、
富
の
偏

在
に
規
制
が
か
か
る
。
国
民
（
労

働
者
）
の
権
利
が
社
会
法
と
し
て

保
障
さ
れ
た
か
ら
だ
。 

 

し
か
し
、
こ
の
新
自
由
主
義
は

こ
の
規
制
を
取
っ
払
い
、
自
由
な

経
済
活
動
を
認
め
、
労
働
者
の
権

利
な
ど
二
の
次
と
す
る
。
そ
し
て

一
九
九
〇
年
代
か
ら
労
働
の
規
制

緩
和
が
始
ま
り
、
派
遣
制
度
や
非

正
規
雇
用
制
度
が
生
ま
れ
、
賃
金

が
半
分
と
な
る
時
代
が
登
場
し
た

の
だ
。 

 

こ
う
し
た
新
自
由
主
義
経
済
を

基
礎
に
、
新
自
由
主
義
的
な
政
治

が
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
政
治

思
想
を
生
み
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
誕
生
す
る
。
日
本
で
も
安
倍
一

強
と
呼
ば
れ
る
民
族
派
＝
日
本
国

民
会
議
派
が
台
頭
す
る
。
そ
の
政

治
は
日
本
フ
ァ
ー
ス
ト
思
想
で
、

日
本
民
族
の
優
位
思
想
の
下
、「
日

本
は
世
界
の
中
心
」
と
叫
ぶ
人
々

だ
。
こ
れ
は
幕
末
期
の
鎖
国
・
攘

夷
派
と
全
く
同
じ
、
外
国
船
打
ち

払
い
令
で
外
交
を
考
え
た
人
々
と

同
じ
国
学
派
思
想
で
、
現
代
の
攘

夷
論
だ
と
思
う
。 

 

や
が
て
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
が
東
ア
ジ
ア
へ
拡
大
し
、
そ
の

経
済
活
動
の
阻
害
と
な
る
北
朝
鮮

や
ロ
シ
ア
、
中
国
と
の
経
済
的
、

政
治
的
な
ぶ
つ
か
り
合
い
が
生
ま

れ
、
北
朝
鮮
と
の
軍
事
的
危
機
が

生
ま
れ
て
く
る
。
自
国
の
経
済
の

発
展
の
阻
害
と
な
る
外
国
の
政
治

体
制
国
家
を
否
定
す
る
ト
ラ
ン
プ

の
政
治
力
学
の
延
長
の
線
上
の
軍

事
力
学
だ
。 

 

当
面
は
第
二
の
経
済
大
国
の
中

国
と
は
協
調
路
線
を
と
る
が
、
北

が
な
く
な
れ
ば
、
ロ
シ
ア
や
中
国

が
米
の
対
立
の
相
手
と
な
る
。
ア

メ
リ
カ
が
こ
の
論
理
を
継
続
す
れ

ば
、
と
も
に
戦
争
は
避
け
ら
れ
な

い
。
こ
う
し
た
世
界
が
今
だ
。 

 

戦
争
と
い
う
軍
事
的
衝
突
は
話

し
合
い
以
外
に
止
め
ら
れ
な
い
。

外
交
以
外
に
平
和
的
な
解
決
策
は

な
い
か
ら
だ
。
ま
し
て
や
今
回
は

核
戦
争
な
の
で
あ
る
。
武
力
で
の

無
傷
の
決
着
は
な
い
。
日
本
で
は

逃
げ
場
は
な
い
。
戦
争
は
止
め
る

以
外
に
生
き
残
れ
な
い
。
こ
れ
が

事
実
で
あ
る
。 

 

か
り
に
こ
の
危
機
を
軍
事
的
に

突
破
す
る
手
法
と
し
て
、
日
本
を

再
度
核
武
装
し
て
、北
や
ロ
シ
ア
、

中
国
へ
核
兵
器
を
撃
っ
た
と
し
て

も
、
日
本
も
報
復
さ
れ
る
。
死
ぬ

の
は
一
般
の
国
民
で
あ
る
。
誰
も

死
ぬ
の
は
イ
ヤ
ダ
。
ま
し
て
や
国

の
富
裕
者
、
政
治
家
や
軍
人
が
、

富
の
独
占
の
た
め
に
外
国
と
戦
争

を
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
殺
さ

れ
る
の
だ
。
反
対
す
る
こ
と
は
当

然
だ
と
思
う
。 

  


